
平成29年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 56 事業No. 54

事務事業名 選挙管理委員会運営事業
会計 一般会計

事業区分 経常 実施区分 継続

担当課等名 選挙管理委員会事務局 開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
  

  

  

法令・例規等
○ 公職選挙法

  

  

事業目的
対象 選挙管理委員会

意図 選挙を適正に管理執行する。

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

法改正を踏まえて更なる選挙知識の向上を図り、公正及び円滑な選挙の管理執行を行います。

29年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
１　定例委員会及び選挙時に臨時委員会を開催します。

２　各種選挙が適正に執行されるよう管理します。

（１）飯田市議会議員一般選挙

（２）座光寺地区財産区議会議員一般選挙

（３）下久堅地区財産区議会議員一般選挙

（４）三穂地区財産区議会議員一般選挙

（５）竜丘地区財産区議会議員一般選挙

（６）山本地区財産区議会議員一般選挙

（７）上郷野底山財産区議会議員一般選挙

３　市区及び県19市選挙管理委員会連合会等の事業や研修に参加

し、委員及び職員の知識向上に努めます。

選挙管理委員報酬 2,357

臨時職員賃金 1,567

連合会事業等参加旅費及び負担金 502

  

  

  

  

  

  

その他の経費 325

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

 
平成31年度

 
平成32年度

 
定例委員会の開催 回 12    

臨時委員会の開催 回 12    

管理執行する選挙の数 件 7    

各種連合会等事業 件 10    

      

      

29年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 4,751 （県）在外選挙人名簿登録事務委託金

国庫支出金 0

県支出金 4

地方債 0

その他 0

一般財源 4,747

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 2 4
 
1  10

 
1

4,751

0
選挙管理委員会費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 54 事業名  選挙管理委員会運営事業 選挙管理委員会事務局

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  

委員のガソリン消

費
〇   － × × － × －  

電気消費 〇   － × × － × －  

委員会資料 〇   － × × － × －  

    

    

    

    

    

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

管理執行上のミス発生

円滑な選挙事務の執行

  

 

 

  

 

 

 



平成29年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 56 事業No. 55

事務事業名 選挙啓発事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 選挙管理委員会事務局 開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
  

  

  

法令・例規等
○ 公職選挙法

 政治資金規正法

  

事業目的
対象 市民（有権者）

意図
市民一人ひとりが一票の重みを認識し、豊かな政治意識を備え、主権者としての自覚をもって進んで投票する

とともに、明るい選挙の実現と投票率の向上を図る。

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

・全国的に投票率が低下傾向にあるなかで、特に若年層の投票率は低い傾向にあります。

・若者の政治参加を図ることを目的に選挙権年齢が18歳以上に引き下げられました。

・参議院選挙の投票結果では、地元にいる18歳の投票率は高かったが10代と20代前半の投票率は低かったことから、

引き続き若年層の政治や選挙に対する関心を高めていく必要があります。

29年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
明るい選挙推進協議会と連携しながら、将来を担う若年層を中心

とした市民の政治意識や選挙に対する関心の向上を図り、選挙が

公正かつ適正に行われるようあらゆる機会に中立的な情報提供や

啓発活動を実施します。

新有権者に対する啓発 74

明るい選挙啓発ポスターコンクール 173

新成人に対する啓発 30

明るい選挙啓発研修会 189

学校選挙応援事業 37

選挙啓発事業補助金 55

選挙啓発資料経費 89

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

 
平成31年度

 
平成32年度

 
小中学生の明るい選挙啓発ポスター応募数 点 600    
短大生の明るい選挙推進協議会活動の参加者数 人 10    

高校生・短大生への選挙啓発回数 回 5    

一般有権者に向けた明るい選挙啓発回数 回 60    

市議会選挙における選挙啓発回数 回 20    

      

29年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 647  

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 0

一般財源 647

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 2 4
 
2  10

 
1

647

0
選挙啓発費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 55 事業名  選挙啓発事業 選挙管理委員会事務局

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  

市民等の事務従事 〇   － × × － × －  

啓発活動 〇   － × × － × －  

    

    

    

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

政治への無関心

地域づくりへの参加

  

 

 

  

 

 

 



平成29年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 56 事業No. 56

事務事業名 衆議院議員総選挙事務
会計 一般会計

事業区分 経常 実施区分 再開

担当課等名 選挙管理委員会事務局 開始 H29 終了 H29

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
  

  

  

法令・例規等
○ 公職選挙法

  

  

事業目的
対象 衆議院議員総選挙

意図 公職選挙法に則って選挙事務を適正に執行し、衆議院議員を選出します。

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

投開票事務の効率化を図りながら、マニュアルの見直し、事務従事者への周知徹底等により、適正・円滑な選挙事務

を行います。

29年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
１ 平成29年９月28日解散による衆議院議員総選挙を執行します。

（１）選挙期日　平成29年10月22日執行

（２）投票所数　67箇所

　（上村・南信濃地区は午後７時まで、その他は午後８時まで）

（３）期日前投票所　５箇所

　（本庁、竜丘公民館、伊賀良公民館、上村自治振興センター、

南信濃自治振興センター）

　　・本庁は告示日の翌日から11日間

　　　午前８時30分～午後８時まで

　　・その他は選挙期日直近の火曜日から金曜日の４日間

　　　午前８時30分～午後６時

投票管理者・立会人報酬 3,690

投開票事務従事者職員手当 17,612

選挙事務補助・投票事務従事臨時職員賃金 4,503

ポスター掲示場・投票所借用等謝礼 394

入場券作成・設置撤去等選挙処理業務委託料 8,581

消耗品・印刷製本費等 1,520

通信運搬費・広告料・手数料等 3,453

投票事務用機器購入費 206

  

その他の経費 -39,959

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

 
平成31年度

 
平成32年度

 
投票率 ％ 55.67    

投票所数 箇所 67    

期日前投票所数 箇所 5    

      

      

      

29年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 0  

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 0

一般財源 0

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 2 4
 
4  10

 
1

0

0
衆議院議員選挙

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 56 事業名  衆議院議員総選挙事務 選挙管理委員会事務局

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  

ポスター掲示場 〇   － ○ × － × －  

マニュアルの作成 〇   － × × － × －  

通知文等の送付 〇   － × × － × －  

開票作業 〇   － × × － × －  

    

    

    

    

    

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

管理執行上のミス発生

円滑な選挙事務の執行

  

 

 

  

 

 

 



平成29年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 56 事業No. 57

事務事業名 市議会議員選挙事務
会計 一般会計

事業区分 経常 実施区分 継続

担当課等名 選挙管理委員会事務局 開始 H28 終了 H29

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
  

  

  

法令・例規等
○ 公職選挙法

 飯田市議会議員及び飯田市長の選挙における選挙運動用自動車の使用の公営に関する条例

 飯田市議会議員及び飯田市長の選挙における選挙運動用ポスターの作成の公営に関する条例

事業目的
対象 市議会議員選挙の有権者

意図 公職選挙法等に則った適正な選挙事務の執行により、市議会議員を選出する。

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

投開票事務の効率化を図りながら、適正かつ円滑な選挙事務を行います。

29年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
１　平成29年４月27日任期満了による市議会議員一般選挙を執行

します。

　（１）定数：23人

　（２）告示日：平成29年4月9日

　（３）選挙期日：平成29年４月16日

　（４）当選証書附与式：平成29年４月17日

選挙長等報酬 3,487

投開票事務従事職員手当 12,078

選挙事務補助・投票事務従事臨時職員賃金 4,351

入場券作成・ポスター掲示場設置撤去他業務委託料 8,967

選挙公営費負担金等 14,793

  

  

  

  

その他の経費 4,735

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

 
平成31年度

 
平成32年度

 
管理執行する選挙の数 件 1    

投票率 ％ 55    

      

      

      

      

29年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 48,411  

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 0

一般財源 48,411

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 2 4
 
8  10

 
1

48,411

0
市議会議員選挙費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 57 事業名  市議会議員選挙事務 選挙管理委員会事務局

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  

ホスター掲示場 〇   － ○ × － × －  

マニュアルの作成 〇   － × × － × －  

通知文等の送付 〇   － × × － × －  

開票作業 〇   － × × － × － ○

    

    

    

    

    

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

管理執行上のミス発生

円滑な選挙事務の執行

 開票事務作業の時間

選挙期日までに

短縮

開票事務作業の時間短縮のための研究検討 迅速かつ正確に開票作業が進むよ

うに、人員配置やかご・パックの

配置を工夫するとともに、マニュ

アルの見直しを行った。

○

4月に選挙が行われたため、中間

評価と同じである。
○



平成29年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 56 事業No. 58

事務事業名 財産区議会議員選挙事務
会計 一般会計

事業区分 経常 実施区分 継続

担当課等名 選挙管理委員会事務局 開始 H27 終了 H29

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
  

  

  

法令・例規等
○ 公職選挙法

 各地区財産区議会設置条例

  

事業目的
対象 各財産区議会議員選挙の有権者

意図 公職選挙法等に則った適正な選挙事務の執行により、財産区議会議員を選出する。

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

円滑な選挙事務を行うため、財産区の事務局を担う自治振興センターと連携し、適正に執行します。

29年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
１　任期満了による各財産区議員一般選挙を執行します。

（１）座光寺地区財産区（７月６日任期満了、選挙期日未定）

（２）下久堅地区財産区（７月６日任期満了、選挙期日未定）

（３）三穂地区財産区（７月６日任期満了、選挙期日未定）

（４）竜丘地区財産区（７月30日任期満了、選挙期日未定）

（５）山本地区財産区（７月30日任期満了、選挙期日未定）

（６）上郷野底山財産区（９月11日任期満了、選挙期日未定）

選挙長等報酬 1,825

投開票従事職員手当 6,315

当日及び期日前投票事務従事臨時職員賃金 701

選挙事務用消耗品及び印刷製本費 900

入場券等郵送料 726

  

  

  

  

その他の経費 975

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

 
平成31年度

 
平成32年度

 
管理執行する選挙の数 件 6    

      

      

      

      

      

29年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 11,442 （そ）財産区議会議員選挙繰入金

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 11,442

一般財源 0

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 2 4
 

10  10
 
1

11,442

0
財産区議会議員選挙費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 58 事業名  財産区議会議員選挙事務 選挙管理委員会事務局

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  

通知文等の送付 〇   － × × － × －  

開票作業 〇   － × × － × －  

    

    

    

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

管理執行上のミス発生

円滑な選挙事務の執行

  

 

 

  

 

 

 


